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Abstract

An inter-laboratory study involving 23 laboratories was conducted to validate the government-approved analytical method for 

the determination of bisphenol A migrating from polycarbonate food processing materials. The obtained values were analyzed 

statistically using internationally accepted guidelines. Horwitz ratios were calculated based on the reproducibility relative standard 

deviation (RSDR), which was estimated from the inter-laboratory study, and predicted RSDR, which was calculated using the Horwitz/

Thompson equation. The analytical methods used for the migration solutions of water, 20% ethanol, and 4% acetic acid met the 

performance criteria of less than 2 of HorRat value set by the Codex Alimentarius for analytical method approval, but the analytical 

method for the migration solution of heptane did not. The results showed that the analytical method for the migration solution of 

heptane needs to be improved.
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Ⅰ　緒言

ビスフェノール A （2,2-bis(4-hydroxy phenyl)propane,  

bisphenol A：BPA） は、ポリカーボネート （polycarbonate：PC）  

の原料モノマーであり、重合時の未重合体の残存や、PC

末端からの酸化分解による BPAの生成のため、PCの材

質中には、未重合体及び分解物である BPAが存在する。

食品衛生法における食品・添加物等の規格基準では、

PCを主成分とする合成樹脂製の器具又は容器包装につい

て、BPA、フェノール（Phenol：PH）及び p-tert-ブチル

フェノール（p-tert-butylphenol：BuPH）の合算値として

試料中に 500 g/g、溶出量として 2.5 g/mLの規格値と

ともに、規格に適合していることを判定するための試験

法（以下、告示試験法）が設定されている 1)。

告示試験法の溶出試験では、PCを主成分とする器具・

容器包装を用いる食品の区分によって浸出用液の種類が

設定されている。油脂及び脂肪性食品、酒類、それ以外

の食品で pH5を超えるもの、及び pH5以下のものに対し

て、それぞれヘプタン、20%エタノール、水、4%酢酸

を浸出用液とし、試料の表面積 1 cm2につき 2 mLの割

合の 60℃に加温した浸出用液を用い、60℃に保ちながら

30分放置して試験溶液を調製する。ただし、使用温度が

100℃を超える場合であって浸出用液が水又は 4%酢酸の

場合には 95℃に保ちながら 30分間、浸出用液がヘプタ

ンの場合には 25℃に保ちながら 1時間放置して試験溶液

を調製する。溶出試験後の定量分析は、浸出用液が 20%

エタノール、水、4%酢酸の場合は、試験溶液を HPLC

によりBPA、PH及びBuPHの 3化合物を分析する。一方、

浸出用液がヘプタンの場合は、試験溶液をアセトニトリ

ルに転溶し、得られた溶液を HPLCにより 3化合物を分

析する。

しかし、この告示試験法については、これまで分析法

の性能について十分な評価がされていない。そこで本研

究では、告示試験法について、23試験所で室間共同実験

を実施し、その性能を評価した。

Ⅱ　実験方法

1. 試料

1)  試薬、標準原液等

エタノール：環境分析用又は残留農薬・PCB試験用、

ヘプタン：特級又は環境分析用、水：LC/MS用、以上、

富士フイルム和光純薬株式会社製

酢酸：特級又は精密分析用、シグマアルドリッチジャ

パン社製

BPA標準品：環境分析用、PH標準品：特級、BuPH標

準品：環境分析用、メタノール及びアセトニトリル：

LC-MS用、以上、関東化学株式会社製

1150 g/mL混合標準原液：BPA標準品、PH標準品及

び BuPH標準品各 115.0 mgを量りとり、エタノールを加

えて 100 mLに定容した。

900 g/mL混合標準原液：BPA標準品、PH標準品及び

BuPH標準品 180.0 mgを量りとり、エタノールを加えて

200 mLに定容した。

1200 g/mL混合標準原液：BPA標準品、PH標準品及

び BuPH標準品 120.0 mgを量りとり、エタノールを加え

て 100 mLに定容した。

800 g/mL混合標準原液：BPA標準品、PH標準品及び

BuPH標準品各 160.0 mgを量りとり、エタノールを加え

て 200 mLに定容した。

4800 g/mL混合標準原液：BPA標準品、PH標準品及

び BuPH標準品各 240.0 mgを量りとり、エタノールを加

えて 50 mLに定容した。

1600 g/mL混合標準原液：BPA標準品、PH標準品及

び BuPH標準品各 160.0 mgを量りとり、エタノールを加

えて 100 mLに定容した。

4%酢酸：酢酸 40 mLを量りとり、水を加えて 1000 mL

に定容した。

20%エタノール：エタノール 200 mLを量りとり、水

を加えて 1000 mLに定容した。

2)  試料の調製

(1)  ブランク試料

各浸出用液（水、 4%酢酸、 20%エタノール、ヘプタ


